
 

 

『もう３月！ コロナ禍だったけど、できることをできる範囲でやってきました!(^^)!』 

 ちょうど昨年の今頃から緊急事態宣言の発令で、これまでとは違う生活様式なるものが求められ、

制限や規制のなかを現実と向き合いながら、この１年にわたりコロナ過を過ごしてきました。 

 私たち、ヒューマンネット滋賀の活動も思うようにはできなかったけれど、でもまぁ、それほど

例年と変わりないですが（笑）、これまでを振り返ってみたいと思います。 
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①7/14 サンタナ学園へ支援金を届けました。 

②10/18 マダン冊子を販売.（滋賀ハッキョ） 

③8/7 ウリハッキョで交流研修、メンバーと 

一緒に校長先生からお話を聞きました。 

④10/8 地元の自主活動学級で解放合宿について説明。 

⑤8/2 長浜で「コロナ差別反対」のフォーラムを開催。 

⑥2021/ 2/9 「コロナと人権」をテーマに学習会、 

メンバーと一緒に考え合いました。 

校長先生からお話を聞きました 
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・10/  7  栗東西中学校２年生部落問題学習 

・11/10   甲西中学校２年生部落問題学習 

・11/12   膳所高等学校人権学習（部落問題） 

・11/17   長浜市じんけん連続講座（部落問題） 

・11/19   大津高等学校３年生部落問題学習 

・12/ 4    甲西北中学校２年生部落問題学習 

・12/ 9    日枝中学校２年生部落問題学習 

・12/11   地域総合センター教育担当職員現地研修会 

・12/12   八幡工業高等学校 3 年生部落問題学習 

・  〃     彦根総合高等学校 3 年生部落問題学習 

・  

 
・（中略…）講演後、参加者のアンケートには『他人事ではないと感じた』 

『まだまだ部落差別が残っていることを再確認できた』、『差別にしっかり向 

き合って考えたいし、無知、無関心がいちばんよくないと思う』、『部落問題に

ついて自分の子どもと話してみたい』、『知らない間に差別する側になっていないか思い返してみることが

大切』などほかにも多くの意見感想がありました。限られた時間ではありましたが、参加者それぞれが、

今なお残る部落差別の実態を知り、学び、自分を見つめなおす貴重な機会になったと思います。 

 今後も、同和問題をはじめとする人権問題に関する学習の機会を設けてまいります。引き続きご支援、

ご協力をいただければ幸いです。（…中略）                 長浜市人権施策推進課長 

↑こちらこそ、機会を与えていただきありがとうございました！ 

 

 

 

・今まで小学生の時から何度も人権学習をしてきて、部落差別についても 

何度も学習してきて、今までは自分が差別をしていなければ大丈夫だと思 

っていたが、今日の学習で「差別をしない」ではなくて、「差別をなくす」

ということが大事なのだと思いました。それでも現実では、まだまだ差別が完全になくなることは厳しい

と思うので、自分はもし差別される人を見つけたら、その人にとっての相談相手や心の支えになりたいと

思いました。普段の生活でも、今、自分のまわりにいる人たちのことをもっと尊重したいと思えたし、尊

重してもらえるような人間になりたいと思いました。今日の話のなかで、山崎さんが部落出身だと打ち明

けたときに「気にしなくていい」と声をかけられるよりも、「一緒に考えよう」と言われたほうが嬉しいと

いうことを聞いて、もしこれから部落出身だと私に打ち明けてくれる人がいたら、一緒に部落差別をなく

すために考える人間になりたいと思いました。 

・「差別しない＝関わらない」ではなく、「相手を尊重しあうこと」というのが私と同じ意見だなぁと思い、

山崎さんの話に共感する点がいくつかありました。部落という言葉からは少し離れるけど、私は少し前に、

大坂なおみ選手が試合のときに黒人差別を受け射殺された人たちの名前が書かれたマスクを着用されてい

たのをテレビで見たとき、黒人差別について調べていたことがありました。そこで自分なりに出た答えが

山生崎さんの話と似ていました。人を人として尊重するという点で似ていると思いました。差別をなくす

側に自分はなりたいと、お話を聴いてそう思いました。 

↑こちらこそ、少しでも受けとめていただけて感謝しています。ありがとうございました！ 
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・今回はお話いただき、本当にありがとうございました。 

自分はもちろん、人として正しくありたいし、人のために何かできる人間 

でありたいと思っています。ですが、こうして立ちどまり、人権学習を進

めだすと、同時に自分の差別心に気付いて嫌な気持になることがあります。自分の育った環境や両親の影

響で、この部落差別に対して子どもの頃は何となくのマイナスイメージを持っていた過去も、今回初めて

向き合い、語ることができました。学習をすることで間違いに気づき、差別を許さない、負けない行動を

とっていけると思います。教師という立場だけではなく、一人の大人として差別をなくす側に立ち、他者

を尊重できる人でありたいと思います。また、こうした人権の学習は、定期的に行うことでその感覚も磨

かれてくると思います。そうすることで自分も他の人も大切にできる人生が歩めると思うので、こうした

研修や学習の機会は大人にとっても本当にありがたいと感じています。 

最後に、教師という立場で子どもと学んでいくなかで、子どもにとってはこの学習を通して初めて部落

差別という現実に出会う子もいるはずです。その現実との出会い方も大切にして、今後も人権学習を子ど

もたちと行っていきたいと思えました。自分は教師になって９年目で、今までさまざまな角度から部落問

題を学習してきましたが、今回が一番向き合い、考えられた時間だったかと思います。ありがとうござい

ました。←アタシもスゴク心地いい時間をすごさせていただきました。ありがとうございました。 

 

 

 

↑こちらこそ、ありがとうございました！ 

 

 

 

・今日の話を聴いて、だいたいの話が共感できて、分かったことがあった 

ので、よかったです。差別に負けるってどういうことか、みたいな話のな 

かで「差別している人が差別に負けている」みたいなことを言ってたと思

うけど、ほんまにそうやなって思いました!! 今僕は、多分差別している側やと思います。だから、話して

くれたように、差別をする側でもなく、される側でみなく、差別をなくす側になりたいと思いました。 

・部落差別という言葉を聞いたのは、この人権週間での授業がはじめてで、まったくというほど意味がわ

からなかったけど、こうやって差別のことがくわしく聞けてすごく自分のためになったなと実感すること

ができました。自分はずっと本人がいやがっていることに対して、寄り添うのじゃなくて、まずそのこと

にふれないということが大切だと思っていたし、話をくわしく聞こうなんて思ったことはなかったけれど、

やっぱり改めて寄り添うことが相手も安心できるということやと思うし、自分も人として成長できるよう

になると思っているから、これから生きていくなかで困っている人がいれば寄り添って話を聞くというこ

とを、まずやれる人になっていきたいです。 

・今日の講演を聞いて、自分があのとき言った言葉で、あの人は傷ついたやろうなぁとか、自分自身のこ

とをいろいろ振り返ることができたのでよかったです。自分の言ったことなどに責任をもてるようにした

いと思いました。↑そんなふうに感じられる日栄中の生徒さんって、とてもかっこいいと思います！ 

 

 

 

 

・うっかり失念していたので大人（担任）にも振り返ってもらおうと書い 

てもらいました。10 人いるし、10 通りの思いや考えがある。でも子ども 

も含めてすごく考えてもらえた今回の学習やったなあーと。（…中略） 

担任団のパネルディスカッションから子どもたちが湧いてきた思いを出す。そしてその疑問にまゆこさん

が答える、応える。何か我ながらサイコーな進め方やったって実は内心思っています。マンゾクしている。

なぜ、満足かというと子どもの姿。どのクラスも黙々とイヤであろう作文に取りくんでいる姿。ホンマに

まとめの講話がよかった って思います。来年もより精査して、とぎすませて同じパターンでやってほし

いなーって思います。ぜひ来年、「差別に負けない」ってどういうことなのか、再度子どもらと考えたいな

ーって思います。ピアスあけとる第２グループぐらいの女子が「作文がんばるわ！」ｌって昼にわざわざ

言いに来ました。担任団のパネルディスカッションのあとの時間に、クラスで「知らさないほうが良いの

では」という意見が出て、そのことについてその子は作文に書いていました。まさしく「なんでやるん？」

「やるから残る」という大人の考えに真っ向から否定する内容でした。すごいでしょ 大人に読ませたい!

だから今回わたしはめちゃ楽しかった！こーやから人権学習やめられへん。それから、わたしもヒューマ

ンネット滋賀のメンバーってこと、ちゃんとわかってますよ(笑)。←アタシこそ、いつもいつも感謝です！ 
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